を 続けて 行った。 

女房に でも 逃げられた 不幸な 肺病 患者 を 想像し て み 

たま い 

た。 それが 人づ てに、 その 不貞の 妻が 玉の 井 へんにい 

ると 聞いて、 今 それ を 捜しに 出かける の だと 仮定して 

みる。 帽子 も 羽織 も 質に 入れた くらいなら 電車賃が な 

いという 事 も 可能で ある。 あの 男の 顔つき 目つ き はこ 

の 仮説 を 支持す るに 充分な ものの ように 思われた。 そ 

お -P こ 

うだと すれば 実に かわいそうな 父子で ある。 円 タクで 

も 呼んで 乗せて 送って やっても しかるべきで あつたと 

いう 気がした。 

しかし、 また 考えて みると、 近 ごろ 新聞な どで よく 



た つた それだけの 実証的 与件で は 何事 も 実証的に 推論 

できる はず はない。 小説 はで きても 実話 はで きないの 

である。 

こんな こと を 考えながら 歩いて いるう ちに、 いつの 

すきやば し ぎんざ ひ 

まに か 数寄屋 橋に 出た。 明るい 銀座の 灯が 暗い 空想 を 

消散 させた。 

紫色の ス ウイ —， ^ピ— を 囲んだ 見合いら しい はなや 

ばんさん かめい ど 

かな 晩餐の 一団と、 亀 井戸への 道 を 聞いた 寒そう な 

おりこ 

父子との 偶然な 対照的な 取り合わせが、 こんな 空想 を 

まる うち 

生む 機縁に なった のか もしれ ない。 丸の 内の 夜霧が さ 

らに その 空想 を 助長した ので もあろう。 



の 自由の ために かえって 甲の 先 をく ぐって 積極的に 進 

出す る 事 も あるし、 自分の 自由 を 尊重す ると 同時に 人 

の 自由 を 尊重 するとい う 意味で は 利他 的で ある。 反対 

に 乙 型の 人間から 見れば 甲 型の 人々 は 積極的な ようで 

は あるが、 また 無用な 勢力の 浪費 者で あり、 人の 迷惑 

を 顧みない 我利我利亡者 のように 見える。 しかし 甲 は 

また ある 場合に 臨んで 利害 を 打算せ ず 自他の 区別 を 立 

てない ために たのもしく あたたかい 人間味の 持ち主で 

ある こと もぁリ うるであろう。 それ はとに かく この 二 

つ の 型が 満員 昇降機の テストに よって ふるい 分けられ 

るよう に 見える と， ，- ろに 興味が ある。 



ろうと 思われる。 しかし 実際に は 三 つが ほぼ 同時に 同 

じ 階 を 同じ 方向に 通過す る 場合が 多い ように 思われる _ 

も つ ともそう いう 場合 だけに 注意 を 引かれ、 そうでな 

そラそ つ 

い 場合 は 特に 注意し ないた めに、 匆卒な 結論 をして は 

いけない と 思って、 ある 日 試みに 某 百貨店で 半時 間ぐ 

らい 実地の 観測 を 行なって みた。 観測の 方法 は、 鉛筆 

と 手帳 を もって、 数秒 ごとに 四つの 昇降機の ダイアル 

の 示す 数字 を 書き取る だけで ある。 この 観測の 結果 を 

調べた 結果 はや はり 実際に 予想 どおりの 傾向 を 示して 

いる。 

こういう 現象の 起こる 原因 は 割合に 簡単で あつ て、 



という 俗称が 行なわれ ていた。 「非」 の 字の 形 がげ じ 

げ じの 形態と 似通って いるた めで ある。 その 当時 だれ 

かから 聞き かじった この げじげじ という 名称が、 子供 

心に なんとなく 強く 深い 印象 を 与えた ものと 思われる _ 

なかろ くばん ちょう 

中 六番町 の 家 を 引き払おう という 一 ニニ 日ぐ らい 前 

の 夜半に 盗賊が はいって、 玄関 わきの 書生 部屋の 

こうしまど 

格子窓 を 切り破って 侵入した。 ちょうど 引っ越し 前で 

あつたから 一 つ 所に 取りまとめ てあつた 現金 や 貴重品 

を そっくり そのまま きれいに さらって 行った。 かなり 

勝手 を 知った 盗賊であろう という 事で あつたが、 結局 

犯人 は 見いだ されなかった。 この、 姿 を 見せないで 大 



た 二つの 器械の ように 見える。 それが、 どうかした 拍 

子で、 ふいと 二つの 猫の 個性 だか 自由意志 だかが 現わ 

れて 二つが ちがった 挙動 をす るよう になる。 これ は 二 

ささい 

つ の 猫の 位置の わずかな 差の ために 生ずる 些細な 音 や 

光の 刺激の 差で も 説明され るか もしれ ない が、 しかし 

また 猫の 「自由意志」 にも 支配され ると 考えられよう _ 

そ の 自由意志が 秋毫 も 宇宙線に 影響され な いと は 保 

証で きないよ うな 気がする。 

以上 は 言わばた わい もない 春 宵 の 空想に 過ぎない 

ので あるが、 しかし、 ともかくも われわれが 金城鉄壁 

と 頼みに している 頭蓋骨 を 日常 不断に 貫通す る 弾丸が 



あって、 しかも ほんの 近 ごろまで はだれ 一人 夢にも そ 

れを 知らずに いたと いう だけ は 確かな事実 なので ある。 

しかも その 弾丸の 本性 はま だ だれに も わからな いので 

ある。 

科学 はや はり 不思議 を 殺す ものでなくて、 不思議 を 

生み出す ものである。 

(昭和 八 年 六月、 中央 公論) 



底本： 「寺 田寅彦 随筆集 第 四 巻」 小 宫豊隆 編、 岩波 文 

庫、 岩波 書店 

1948 (昭和^) 年 5 月^日 第 ー 刷 発行 

1963 (昭和お) 年 5 月 S 日 第^ 刷 改版 発行 

1997 (平成 9) 年 6 月^日 第 g 刷 発行 

※誤植が 疑われる 以下の 箇所 を 「寺 田寅彦 全集 第 七 

巻」 岩波 書店、 1961 (昭和が) 年 4 月 7 日 第 ー 刷 

発行 を もとに 直しました。 

〇 ^ ^ の 宇宙線の) J ときもの ふこ の 宇宙線 の) ，- とき も 

入力 ： (株) モモ 

校正 ： かとう かおり 
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この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



